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　まずは、審査委員一同、応募したすべてのみなさんに敬意と感謝を表したく
思います。今年度（第48回）学生懸賞論文募集に際しては、昨今の社会情勢に
よって研究・学習活動が制限されていることをふまえ、「自由課題」といたしま
した。その結果、昨年よりも多くの応募があり、さまざまな分野・論点の論文が
出揃いました。
　審査の過程では、各審査委員が8－９編ずつ査読し（第１次審査）、そこで推薦
されたすべての論文を審査員全員で査読（第２次審査）しました。事前に発表さ
れた審査基準をもとに、問題設定の明確さ、論旨の一貫性、先行研究やデータ
の適切な使用、調査方法の工夫、結論の妥当性、さらに研究の将来性や独創性
など、様々な角度から検討し、厳正な審査の結果、最優秀賞０編、優秀賞1編、審
査員奨励賞1編が選ばれました。
　全体的な傾向について、審査員からの指摘はおおよそ２点に集約されます。
ひとつは、引用資料・データや参考文献、先行研究などを、効果的に扱いきれて
いない論文が多かったこと。もうひとつは、定型的な（パターン化された）展開・
書き方が一部の応募者のあいだに垣間見られたことです。程度の差はあれ、多
くの論文にそういった傾向があったため、残念ながら今年度は最優秀賞に値す
る論文はありませんでした。
　そのなかで優秀賞に選定された「多文化教育が抱える問題点－インターナ
ショナルスクールを事例に－」については、自らの経験をふまえて、独自の調査
を試み、多文化共生を推進する学校教育に対しクリティカルな視点で切り込ん
でいる点が、審査員からは高く評価されました。ただし、インタビュー事例の数
や先行研究の掘り下げ方が不十分であり、やや主観的な展開になっている印
象も否めず、最優秀賞には届きませんでした。今後、同じテーマを追っていくな
らば、そういった点を検討していただきたいです。
　審査員奨励賞の「フィリピンにおける義務教育のドロップアウト削減にむけ

た提案」は、フィリピンの貧困家庭に育つ子どもたちの就学を支援する取り組
み（使用済みプラスチックと給食・学費との交換）を、社会的・経済的背景をふ
まえて紹介・推奨した論文です。多くの資料がうまく整理され、着眼点の良さが
評価された一方、インターネットから入手できる情報や公的データに偏重し、
自らが入手した情報、独自の展開や提案、既存の取り組みへの批判的な視点も
不十分であることから、入賞にはいたりませんでした。自身の経験や考えを
もっと積極的に出していく姿勢があると、より臨場感のある論文になったかも
しれません。ぜひとも継続的にこの問題にかかわっていってほしいと願います。
　最終審査に残らなかった論文のなかにも、テーマ設定や着眼点、独自性、大
学生らしさといった点においてキラリと光る論文がいくつかありました。人種
差別問題をとりあげた論文は難しいテーマ設定にもかかわらず果敢に取り組
んでいる姿勢がみられました。ラテン語学習と英語習得との関連性を論じた論
文では、先行研究の整理が丁寧になされており、今後の発展が楽しみです。こ
のほか、芸術・芸能に関するテーマや、昨今の世情に切り込んだ理論的研究も
あり、学生諸氏の研究関心・研究方法の多様性をあらためて感じることができ
ました。具体的な解決方法や単純な結論づけが困難な論題に対し、臆すること
なく挑む意欲に、審査員一同、心からの拍手を送ります。人文知を軽視し、難解
な問いが敬遠される今こそ、そういった論題を探求することの大切さを感じず
にはいられません。応募してくださったみなさんには、今後の研鑚を期待しま
すと同時に、来年度も懸賞論文にチャレンジしていただきたいと願います。

第48回学生懸賞論文審査委員
委員長　岡村 圭子（国際教養学部教授）　委　員　廣田 愛理（外国語学部准教授）
委　員　内倉 滋（経済学部教授）　　　　委　員　大藤 紀子（法学部教授）

第48回学生懸賞論文審査結果
2020年10月23日を締切とした第48回学生懸賞論文には、35編の応募がありまし
た。そのうち、審査基準を満たした34編について、審査委員会で協議した結果、最優
秀賞は該当無し、優秀賞1編、審査員奨励賞1編が選定されました。

審査講評

■最優秀賞　　　０編
該当なし

■優秀賞　　　   1編
　「多文化教育が抱える問題点 ― インターナショナルスクールを事例に ― 」
　国際教養学部言語文化学科２年 参田 沙良（さんだ・さら）
■審査員奨励賞　1編
「フィリピンにおける義務教育のドロップアウト削減にむけた提案」
経済学部経営学科３年 佐野 寿來（さの・じゅらい）

●優秀賞
　インターナショナルスクールでは多国籍な生徒が在籍しているた
め、多文化教育が積極的に行われている。多文化教育の目標の一
つとして、文化的な差異を自覚することが掲げられている。しかし実際
に学校で導入されている多文化教育は、国際交流イベントといった
異文化間の差異に重きが置かれている場合が多い。そのため、「文
化の内なる差異」を見過ごす傾向にあるという問題点が指摘されて
いる。

　本稿では多文化教育が抱えている問題点が、インターナショナル
スクールにおける「異民族間の差異」に対しては寛容になり、「内なる
差異」に対しては厳しく対応をする、特殊な排除の構造を作り上げる
ことにどれほど関与しているかを分析する。

国際教養学部
言語文化学科２年
参田 沙良

●審査員奨励賞
　フィリピンは近年、急激な経済成長を見せている。THE WORLD 
BANK によると、2019年度のフィリピンの一人あたりのGDPは約
3,337.7 米ドルまで上昇している。しかし、急速に成長を見せていた
フィリピンの経済であるが、実際にはその影響が国民の資産には反
映されていないのが現状である。たとえ、どんなに経済が上向いたとし
ても、貧困層は貧しいまま、貧富の格差はなくならないということであ
る。少しでも貧困層の人たちが今生活している水準よりも高い水準

で生活してほしいと筆者は考えている。本稿では、フィリピンにおける
義務教育のドロップアウト削減にむけた提案をする。本稿の構成は
以下の通りである。第2節ではまず、フィリピンの貧困と教育の現状
について明らかにする。次に第3節では、フィリピンにおける貧困層の
ドロップアウトの要因と問題点について述べる。そして第4節では貧
困層に対しての給食支援サービス普及の提案をして、第5節で本稿
の結びとする。

経済学部
経営学科３年
佐野 寿來

　11月13日、外国語教育研究所は言語学者・作家の川添愛氏を招き
「AI時代の外国語教育を考える」というテーマで第10回公開講演会をオ
ンラインにて開催した。
　川添氏は、今の人工知能の中心的技術である機械学習と、機械翻訳に
おける機械学習、誤訳が起こる仕組みを解説した。そして、機械翻訳で
は、文化的な背景やその場の話者の意図までをくみ取るのは難しく「言
葉を理解するAI」という認識には注意が必要であると指摘した。さらに
「AIは外国語教育で活用できる場もあるが、重要なのは母語を含め言語
を客観的・科学的に捉え、他言語の文化・社会的な背景を学ぶことであ
り、その姿勢を涵養するのが外国語学習、外国語教育なのではないか」と
論じた。平日の夜にも
かかわらず、研究者、
教員、学生のほか、会
社員など一般の方々
を含め160名もの参
加があった。質疑応
答には多くの質問が
寄せられ、充実した講
演会となった。

外国語教育研究所 第10回公開講演会を開催

　秋野有紀ドイツ語学科准教授の著書『文化国家と「文化的生存配慮」ド
イツにおける文化政策の理論的基盤とミュージアムの役割』（美学出版、
2019）が、2019年度日本ドイツ学会奨励賞を受賞した。ドイツの国民国
家成立期から現代までを視野に、法、概念、理論をめぐる議論をひもとき
「文化的生存配慮」の理論的基盤をとらえ、今日の公的文化政策の中核と
ミュージアム像を考察
する内容となっている。
同賞は、日本ドイツ

学会が、ドイツ語圏に
関する将来性に富む優
れた研究業績を顕彰
し、ドイツ語圏に関する
学際的学術研究の発
展に資することを目的
としている。

秋野有紀ドイツ語学科准教授の著書が
日本ドイツ学会奨励賞を受賞

　宗田貴行国際関係法学科教授が第35回（令和元年度）横田正俊記念
賞を受賞し、10月22日、東京都港区にある公正取引協会事務所で授与
式が行われた。
　今回受賞の対象となったのは、宗田教授の論文「独禁法・景表法違反
に係る消費者被害救済の改善」（2019）、「ドイツ競争制限禁止法上の行
政処分による集団的消費者被害救済」（2019）、「ドイツにおけるムス
タ確認訴訟制度の運用：
ディーゼル排ガス不正プロ
グラム事件を素材として」
（2019）と、獨協大学法学
会の紀要『獨協法学』に
2015年度以降掲載した複
数の論文に代表される一連
の研究実績。同賞の受賞
は、本学教員では初めて。

宗田貴行国際関係法学科教授が
横田正俊記念賞を受賞

11月25日、第7回交流文化学科フォーラム「国際協力・地域づくりの
現場から」がオンラインで開催された。当日は卒業生3名がパネリスト
として参加。山﨑信彦氏（15年交卒)は、フランスの大学院修了後に現
地で従事する地域通貨プロジェクトについて説明し「海外で地域づくり
をする際には、行動、調査、チャレンジが重要」と述べた。鈴木育未氏

（15年交卒）は青年海外協
力隊員としてペルーで手掛
けたコミュニティ開発等に
ついて、川口直人氏（18年
英卒）は勤務するソーシャル
ベンチャー企業で取り組む
横浜市内の地域再活性化に
ついて、実体験を交えて話
した。司会は北野収同学科
教授が務め、108名の学生
および教職員が参加した。

第７回交流文化学科フォーラムを開催

　10月17日、父母懇談会（主催・獨協大学父母の会）がオンラインで開催
された。例年、集会形式で実施されているが、今年度は新型コロナウイル
ス感染拡大防止と出席者の安全確保に配慮し、映像配信とオンライン会
議ツールを使用した学部学科別懇談会の２部構成での開催となった。
　映像配信では、山路朝
彦学長（父母の会名誉会
長）がコロナ禍における本
学の対応について報告。
また、岡田圭子キャリアセ
ンター所長、採用コンサル
タント谷出正直氏、内定取
得学生による就職に関す
る講演が配信された。学
部学科別懇談会には、2
23名の父母および保証人
が参加した。

2020年度父母懇談会オンライン開催
　11月4日、第4回図書館講演会がオンラインで開催され、過去最多とな
る約60名の学生と教職員が参加した。今回は、山口誠交流文化学科教授
が「日本文化としての『CA』と『おもてなし』－獨協大学図書館で『客室乗
務員の誕生』を書いて－」というテーマで講演した。
　山口教授は、まず時代とともに変化してきた「客室乗務員」の呼称や役
割を説明した。次に、「無償奉仕」や「自己研鑽」に加え、一般常識や教養を
得た先にある「品格」を特徴とした、日本
独特の「おもてなし化」について解説。日
本社会が、客室乗務員のような「おもて
なし」に溢れている一方、おもてなしの多
様化の必要性にも言及した。質疑応答で
は、教授のユーモア溢れた回答もあり、
オンライン会場は盛り上がりを見せた。

第4回図書館講演会開催

多文化教育が抱える問題点 ―インターナショナルスクールを事例に―

フィリピンにおける義務教育のドロップアウト削減にむけた提案

ペルーで活動する鈴木氏（写真奥）

学内ではオペレーターが
スムーズな進行をサポートした

宗田教授（写真左）

川添氏（写真左上）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のために
　新型コロナウイルス感染症は、現時点で収束の見込みが立っていません。このような状況下ではありますが、本学の新学
期の授業は対面で実施することを基本とし、集団感染のリスクを極力低減する取り組みを行った上で実施する予定です。
　昨年来、感染対策の基本的な部分は変わっていません。「日常生活ではマスクを着用する」、「手洗い、うがい、消毒をこまめ
に行う」、「三つの『密』（密閉、密集、密接）を避ける」といった取り組みを継続することが、自身の感染の抑止力となり、ひいて
は感染拡大の防止にもつながります。
　在学生の皆さんが安心して通学し、授業を受けるためには、学内の全ての人が感染対策を徹底することが求められます。
今冬を乗り切り、皆で健康に新学期を迎えられるよう、一人ひとりが意識して感染拡大防止に取り組みましょう。

学科の略称　ドイツ語…独　英語…英　フランス語…仏　交流文化…交　言語文化…言　経済…済　経営…営　国際環境経済…環
　　　　　　法律…律　国際関係法…関　総合政策…総
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